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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本学では、2011年４月、「災害復興新生研究機構」を設置し、復興・新生に向けた重点研究の推進と社会実装を進めてまいりました。さらに2015年７月には「社会にインパクトある研究」を開始し、重要な社会課題の解決を目的とした分野横断・学際研究の展開に至っております。奇しくも2015年は、仙台防災枠組、持続可能な開発目標SDGs、COP21パリ協定といった国際社会の三大アジェンダが制定された年でもあり、こうした動向に本学は軌を一にしています。そして一昨年からの新型コロナウイルス感染症、コロナ禍からの復興、世界の脱炭素化の加速を踏まえて、本学としては、「災害復興新生研究機構」復興アクション、「社会にインパクトある研究」、そしてコロナ禍からの復興と脱炭素化、言わばグリーン社会創造への挑戦を一体的に進めることとしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それではここで、災害研レジリエントE-ICT研究推進オフィスでのJST-OPERA事業への取り組みについてご紹介します。
こちらに示しますように、災害に強く、持続可能で安心安全な社会インフラの創成をめざした大型国家プロジェクトであります。
弊学：東北大学を幹事機関として、１３の民間企業、１財団と５大学機関の産学連携によるオープンイノベーションの創出を目指しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本プロジェクトの基本思想を一言で言えば、「電力と情報通信のネットワーク融合」　と言えます。
フィジカル空間の超スマート化は、サイバー空間によるAI、量子コンピューティング、ビッグデータを駆使して果たされますが、
２つの空間を繋ぐのは、従来、或いは現在においても、インターネットとして認識されてきました。
しかし、人の身体に例えるならば、神経網と血管網が共存してはじめて生命たり得るように、エネルギー供給網が絶たれれば、情報通信は途絶します。
電力と情報通信のネットワーク基盤の融合化を図ることにって、この致命的な脆弱性を本質的に改善しようとするものです。
核心をなす技術は、自律分散協調制御によるネバーダイのネットワークアーキテクチャであり、これによって再生可能エネルギーの大量導入、
ひいては、脱炭素化の促進と持続可能社会の実現に大きく貢献するものです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2019年10月に発足した本プロジェクトは４年目を迎え、様々な研究開発を推進してきました。
こちらは、東北大学青葉山キャンパスに構築したR-EICT直流マイクログリッドのテストベッドです。
今年４月にその運用開始をプレスリリースしました。
稼働から１年以上が経過しており、既に、自律分散協調制御による電力融通の有効性を実証する多くの知見が得られています。
こちらは、今年３月に国際学術誌Natureに掲載された技術広報記事を紹介しています。
本OPERAの取り組みに対して多くの反響が得られています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2024年度末でOPERAプロジェクトは終了します。
本OPERAプロジェクトは、世界的にも類を見ないこの革新的な取り組みですが、
科学技術ならびに産業化でイニシアチブを取るためには、
ポストOPERAの社会実装に向けたシナリオと技術ロードマップの策定、ならびに技術標準化戦略が重要となります。
それらの展開を多角的な視点から検討し構想を重ねています。
今後の展開・発展が大いに期待されるところです。
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Public health
Is “the science and art of preventing disease, prolonging life and promoting
human health through organized efforts and informed choices of society,

organizations, public and private, communities and individuals.”

Winslow, Charles-Edward Amory (1920). "The Untilled
Field of Public Health". Modern Medicine. 2: 183—191.

Disaster Public health

Is "the science and art of preventing damage, prolonging life and promoting
human health before, onset, and after disaster through organized efforts and
informed choices of society, organizations, public and private, communities
and individuals.”
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
画像元｜厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai21/dl/kekka.pdf
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2023年4月4日11:27AM｜たばこと塩の博物館、学芸部学芸員の青木然様よりメールにて使用許諾および以下の回答あり。
「（画像使用にあたり）特に申請やクレジットの表記等は不要」
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「公益財団法人 健康・体力づくり事業財団」に掲載の数値をもとにグラフを作成
https://www.health-net.or.jp/tobacco/statistics/jt.html
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
サイト名「社会実情データ図録」に掲載されている図をトレース・改変
https://honkawa2.sakura.ne.jp/2175.html
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
イラストDL元：いらすとぷらす（商用OK、クレジット表記不要）
http://illustplus.link-lds.com/illusts/1341
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